
1192

73.

611. 36

飢 餓 時Adrenalin注 射 ヲ 行 ヘ ル 家 兎

肝 細 胞 ノGolgig氏 装 置 ニ 就 テ

岡山醫科大學解剖學教室(主 任八木田教授)

助手 醫學士 河 合 郁 二

[昭和8年5月20日 受稿]

Aus dem Anatomischen Institute der Okayama Medizinischen Fakultat

(Vorstand: Prof. Dr. K. Yagita).

Uber den Golgischen Apparat der Leberzellen bei Kaninchen, 
denen in Hungerzustand Adrenalin injiziert wurde.

Von

Ikuji Kawai.

Eingegangen am 20. Mai 1933.

Bei Kaninchen injizierte der Verfasser in Hungerzustand 0.1 oder 0.5ccm. der 

0.1%igen Adrenalinlosung taglich einmal 2 oder 6 oder 11 Tage lang and dann totete 

die Tiere, um ihre Leber mit Hilfe der Uransilvermethode zu untersuchen. Daraus 

ergibt sich das Folgende:

1. Die Apparatelemente in den Leberzellen nebmen an Zahl und Grosse im Ver

lauf der Behandelungszeit allmahlich zu und nehmen eine unregelmassige Lage ein, 

was von der einmaligen Dose des Adrenalins unabhangig ist.

2. Im Anfangsstadium der Versuche ist die genannte Zunahme grosser im Fall 

der grosseren eimmaligen Injektionsmenge als im Fall der kleineren Menge. Dagegen 

verhalt sich die Sache in der spateren Zeit der Versuche gerade umgekehrt.

3. Die Veranderung des Golgischen Apparates in der Leberzellen geht mit der 

des intrazellularen Glykogens Hand in Hand. Daher liegt es auf der Hand, dass der 

Apparat mit der Glykogenbildung im innigen Zusammenhang steht.

(Kurze Inhaltsangabe).
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緒 言

第1章　 實驗材料及ビ實驗方法

第2章　 實驗成績

第1項　 對照所見

第2項　 實驗所見

第3章　 文獻竝ニ考按

結 論

文 獻

緒 言

Blum (1901), Zuelzer (1901), Herter and Richarda (1902), Metzger (1902)等 ニ據 レバ,

動 物 ニAdrenalinヲ 注 射 セバ該動物 ハ過血糖竝 ニ糖 尿 ヲ惹起 ス.蓋 シ是, Adrenalinガ 交 感神

經末梢 ヲ刺戟 シ,肝 糖原質 ノ糖化 ヲ促 進 スル作 用 ヲ有 スル ガ故 ナ リ ト.從 テ此際,肝 糖原質 ノ

著 シキ減少 或ハ消 失 ヲ招來 ス トノ説 ハHerter and Richards (1902), Doyon et Kareff (1904),

 Wolownick-Cahrkow (1905), Agadschanianz (1907), Gatin-Gruzewska, Bang (1913),

 Dressel u. Pfeifer (1914),小 原(1923),松 岡(1928)等 ニ ヨ リ實驗,報 告 セラ レタル所 ナ リ

トス.

動物 ヲ飢餓状態 ニオケバ恰 モAdrenalinヲ 注 射 セシ場 合 ノ如 ク,肝 糖 原質 ノ著明 ノ減 少或 ハ

消失 ヲ來 スハ既 ニ,石 森(1913), Hofmeister,木 下(1926),野 間(1926),落 合(1926),荒 井

(1927),猿 渡(1929),須 賀 井(1930)等 ニ依 リ證明 セラ レシ所 ナ リ.

上 述 ノ如 ク, Adrenalin注 射 或 ハ飢餓 ガ肝 糖原 質減少乃 至消失 ヲ招 來 スル ニ拘 ラズ, Noel

 Paton (1904)ハGlykogenfreiノ 餌 料 ヲ以 テ動 物 ヲ飼 育 シ,其 ノ皮下 ニPhloridzin 0.25gヲ

注 射 シ體内糖 原質 ヲ皆無 ナラ シメシ後,更 ニ毎 日1囘 宛Adrenalinヲ 注 射 シツツ永 ク同餌料 ヲ

以テ飼養 セ シニ該動物 ハ,高 度 ノ糖尿及 ビ過 血糖 テ惹 起 シ,而 モ コノ際,肝 糖原質 ハ決 シテ減

少 ヲ來 サズ,恰 モ正常動物 ニ於 ケル ガ如 ク多量,蓄 積 サルル ヲ見 タ リ. Leo Pollak (1909)ハ

數 日間ノ絶 食或 ハStrychinin注 射 ニヨ リ家 兎 ハ肝糖原質 ヲ減少又 ハ滑 失 セシメタル後,尚 ホ

動物 ノ飢餓状態 ヲ持續 シツツAdrenalinノ 反 覆注射 ヲ施 セ シニ肝糖 原質 ハ却 テ比較 的多 量蓄積

サルル ヲ見 タ リ. Noel Paton, Leo Pollak等 ノ成績 ハ寧 ロ奇 異ナル現象 トシテ吾人 ノ注 目ヲ

惹 キタル モ,最 近 小原(1925),松 井(1926)等 ノ追試 ハ此 事實 ヲ確證 スル ニ至 レリ.

以 上 ノ如 ク飢餓或 ハAdrenalin注 射 ガ各 々肝 糖原質 ノ減少或 ハ消失 ヲ來 ス ニ拘 ラズ,飢 餓時

Adrenalinノ 注 射 ガ反 テ肝糖原質 ノ蓄 積 ヲ促 スハ甚ダ興味 ア リト云ハ ザル ヲ得 ズ.從 テ含 水 炭

素新陳 代謝 ニ向 テ重 大 ナル意義 ヲ有 スル肝細胞 ノGolgi氏 装 置 ガ之等 ノ場 合.如 何 ニ變化 ス

ル ヤヲ檢 スル ハ,又 興 味ナ シ トセズ.之,余 ガ本研 究 ニ着手 セ シ所 以 ナ リ.
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第1章　 實驗材料及ビ實驗方法

實驗動物 トシテハ體重2000g内 外 ノ健康雄性家

兎ヲ使用 シ,總 テ個 々ノ飼育箱ニ獨居セシメタリ.

動物ヲ分チテ5群 トナシ,第1,第2,第3群 ヲ對

照 群 トシ,第4,第5群 ヲ 實驗 群 トセ リ.實 驗 過 程

ヲ簡 明 ナ ラ シメ ンガ爲 メ,下 表 トナ セ リ.

第1群(對 照 第1)(豆 腐 粕 飼 養,毎 朝1囘1頭 ニ 就 キ 鹽 化Adrenalin 0.1cc宛 連 續 皮 下 注 射).

第2群(對 照 第2)(豆 腐 粕 飼 養,毎 朝1囘1頭 ニ 就 キ鹽 化Adrenaliu 0.5cc宛 連 續 皮 下 注 射).
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第3群(對 照第3)(無 飼料)

〔附〕 實驗前,動 物ヲ可及的同一條件 ノ下 ニオカンガタメ,準 備 トシテ豫メ4日 間絶食セシメタル後,

本實驗ヲ開始セリ.準 備期 卜記セルハ本實驗前4日 間 ノ絶食期 ヲ意味ス.次 表皆同 ジ.

第4群(實 驗第1)(無 飼料,毎 朝1囘1頭 ニ就キ鹽化Adrenalin 0.1cc宛 連續皮下注射)

第5群(實 驗 第2)(無 飼 料,毎 朝1囘1頭 ニ就 キ 鹽 化Adrenalin 0.5cc宛 連 續 皮 下 注 射).
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注 射 ニ使 用 セ シ鹽 化Adrenalinハ 三 共 製 鹽 化Ad

renalin 1000倍 溶 液 ナ リ.

動 物 ガ 飢餓 ガ 陷 レバ,自 己 ノ糞 尿 ヲ モ 飲食 ス ル ニ

至 ル ヲ以 テ,之 ヲ防 止 セ ン ガ爲 メ,第3, 4, 5群 ノ

飼 育 箱 ノ底 面 ハ,糞 便 ガ 停 滞 ス ル事 無 ク 自然 ニ 落 下

ス ル様,目 ノ荒 キ金 網 張 トセ リ.

第1, 2群 ハ 實 驗 開 始 後2, 6, 11日 後 ニ,第3, 4,

 5群 ハ準 備期 ヲ參 加 セ ズ本 實 驗 開 始 後2, 6, 11日 後

ニ總 テ空 氣 栓塞 ニテ致 死 セ ン メ,速 ニ肝 ノ一 定 部 位

ヨ リー 定 大 ノ小 片 ヲ切 取 ン,之 ヲCajal氏Uransil-

bermethodeニ テ 處 置 シ, 3μ 厚 ノParaffin切 片 トナ

シ, Golgi氏 装 置 ノ檢 索 ニ供 シ タ リ.

第2章　 實 驗 成 績

第1項　 對 照 所 見

(A)第1群(豆 腐粕飼養,毎 朝1囘1頭 ニ就 キ鹽 化Adrenalin 0.1cc宛 連 續 皮 下注射 セ シ

モ ノ).

(a) 2日 後

血管毛細管 ハ稍 々擴大 セルノ觀 ヲ呈 ス レ ドモ決

シテ著明 ノモノニ非 ズ.肝 細胞 ハ稀 ニ狹 長 トナ レ

ル モ ノァル モ,一 般 ニ正常 ノ状 ト大 差 ヲ有 セズ.

肝 細胞内Golgin氏 装 置粒 子 ハ微 細顆 粒 トナ リ,

僅 ニ其 ノ數竝 ニ染色 ノ度 ヲ減 ジ,膽 毛細 管 ニ向 テ

1列 ニ排列 スルモ ノ多 キヲ見 ルモ,亦 細胞週邊 部

ニ集在 セルモ ノ稀 ナラズ(Fig . 1).

(b) 16日 後

後血管毛細管 ハ2日 後 ノモノニ比 シ尚 ホ少 シク擴大 セ リト雖 モ,肝 細胞 ハ一般 ニ稍 々膨大 シ,

各 細胞 ノ境 界不明 トナ レル モノ多 シ. Golgi氏 装 置粒子ハ 一般 ニ減數 シ,染 色不 良 ノ微粒 子 ト

ナ レルモノ或 ハ比較 的粗大 ノ顆粒 トナ レルモ ノア リ.微 粒 トナ レル モノハ概 シテ膽 毛細管 ニ沿

ヒテ線 状 ニ排列 セルモノ多 ク,粗 大 トナ レル モノハ主 トシテ胞體内不 定 ノ位 置 ニ散 在 セ リ
.

(c) 11日 後

血管毛細管ハ縮小シ,肝 細胞バ一般 ニ膨大 セリ

ト雖 モ亦稀 ニ狹長 トナ レルモノモ之ヲ見 ル.就 中

中心静脉 ニ近キ肝細胞ハ膨大著明ニシテ淡染 シ,

隣在細胞 トノ境堺 不明 ノモノ多ク,カ カル細胞 ノ

Golgi氏 装置粒子ハ少數 ノ強ク黒染 セル粗顆粒 ト

ナ リ胞體内不定ノ位置ニ散在 セリ.小 葉周邊部 ノ

細胞ニ至ルニ從 ヒ,装 置顆粒ハ漸次大サ竝ニ染色

ノ度 ヲ減 ジ,多 クハ細胞周邊部ニ線状 トナ リ排列 セルモ,膽 毛細管ニ向テ排列 セルモノ亦少 カ

Fig. 1.

Fig. 2.
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ラズ.要 之,此 時期 ニ於 テハ装置 バ一般 ニ6日 後 ノモノニ比 シ,數 量 共ニ増加 セル ルモ,

 2日 後 ノモ ノニ比 ス レバ形,大 ニ シヲ減 數 セル ヲ見 ル(Fig. 2).

小 括

連續注射數日後,即 チ注射總量ノ未ダ大 ナラザル場合 ニ於テハ血管毛細管ハ稍 々擴大セリト

雖モ,其 ノ後注射 ノ反覆 ト共 ニ漸次反テ縮小スルモノノ如ク,連 續注射11囘 ニ及ベバ稍 々著明

ノ血管毛細管ノ縮小ヲ認 メ,肝 細胞バ一般 ニ膨大 セルヲ見 ル.

肝細胞内Golgi氏 装置粒子ハ連續注射 ノ初期 ニ於テハ一時崩壊 シテ微細 トナルモ,後 注射 ノ

反覆 ト共ニ漸次其ノ大サヲ囘復ス.而 モ装置粒子ノ數ハ注射 ニ由 リ一般 ニ減少 スルモノニシテ,

注射後6日 ノモノニ於テ最少數 トナ レルヲ見 タリ. Golgi氏 装置粒子ノ位置ハ連續注射 ノ全期

ヲ通ジテ一般 ニ細胞邊縁部,就 中膽毛細管ニ沿 ヒテ排列 セリト雖モ,時 ニ胞體内不定 ノ位置 ニ

顯出セル事稀ナラズ.

(B)第2群(豆 腐 粕飼 養,毎 朝1囘1頭 ニ就 キ鹽 化Adrenalin 0.5cc宛 ヲ連續皮 下注 射 セ

シモノ).

(a) 2日 後

血管毛細管ハ稍々縮小セルニ拘 ラズ,肝 細胞 ハ

一般 ニ膨大 シ,細 胞邊縁部ハ染色性ヲ減 ジ,各 細

胞ノ境界不明瞭 トナ レリ.多 數細胞 ノGolgi氏 装

置粒子ハ減數 シ,粗 大顆粒 トナリ且強ク,黒 染 セ

リト雖モ,他 細胞 ノ同装置ハ染色不良ノ微細粒子

ニ崩潰セルヲ見 ル.然 レドモ装置粒子ハ何 レノ場

合ニ於テモ主 トシテ細胞周邊部,殊 ニ膽毛細管 ニ

沿 ヒテ排列 セリ.之 ヲ第1群 ノ注射1囘 後 ノモノ

ニ比スレバ装置粒子ハ數量共ニ稍 々増加 セルヲ見 ル(Fig. 3).

(b) 6日 後

血管毛細管ハ縮小 シ,肝 細胞ハ 一般 ニ膨大 セリ.中 心静脉 ニ近キ肝細胞 ノGolgi氏 装置粒子

ハ2日 後 ノモノヨリモ減數 シ,比 較的大ナル黒色顆粒 トナ リ胞體 内不定 ノ位置ニ數箇散在 シ,

微細粒子ニ崩潰 セルモノハ之 ヲ見 ズ.然 レドモ小葉周邊部ニ於 ケル肝細胞 ノGolgi氏 装置ハ褐

染 セル少數 ノ微細粒子 トナリ,細 胞周邊部殊ニ膽毛細管 ニ沿 ヒ線状ニ排列 セリ.

(c) 11日 後

血管毛細管ハ擴大 シ,從 テ肝細胞ハ縮小 シ寧ロ狹長 トナ レルモノ多 シ.之 等細胞 ノGolgi氏

装置粒子ハ大小不同ノ顆粒 トナリ,其 ノ數ハ連續注射5囘 後 ノモノヨリモ著 シク増加 シ,胞 體

Fig. 3.
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内不定 ノ位置 ニ散在 セ リ ト雖 モ,概 シテ膽毛細 管

ニ接 在 セル モ ノ多 ク, 6日 後 ノモノ ニ比 ス レバ 増

數 セルモ2日 後 ハモノ ニ比 ス レバ尚 ホ少數 トナ レ

リ.

之 ヲ第1群 ノ連續 注射10囘 後 ノモノニ比 ス レ

バ,装 置粒 子ハ數量 共ニ稍 々減少 ヲ示 セ リ(Fig.

 4).

小 括

注射1囘 或 ハ5囘 後 ノモノニ於 テハ血管毛細管ハ縮小 シ,肝 細胞ハ膨大セリ.反 覆注射10囘

ニ及ベバ血管毛細管ハ反テ稍 々擴大 シ,肝 細胞 ハ縮小 シテ狹長 トナレリ.

肝細胞内Golgi氏 装置粒子ハ1囘 或ハ5囘 ノ注射 ニテハ或 ハ粗大顆粒 トナ レルモノアリ,或

ハ微粒子 トナ レルモノア リ,細 胞 ノ異ナルニ從 ヒ装置顯出 ノ状 ヲ異ニセリ.然 レドモ連續注射

10囘 後ニ至 レバ各細胞ノ装置ハ總テ大小不同ノ顆粒 トナ リ顯出セルヲ見ル.而 モ装置ハ一般 ニ

注射5囘 後 ニ於テ最モ其ノ數量ヲ減少セリ.然 レドモ注射 ハ囘數如何 ニ拘 ラズ,装 置粒子ハ主

トシテ細胞周邊部就中膽管ニ接在 シテ排列 セルヲ見タリ.

(C)第3群(單 ニ絶對飢餓 ヲ持續 セ シモノ).

(a) 2日 後(本 實 驗開始後, 2日 ヲ經 タルモ

ノ ノ意 ナル ガ故 ニ,準 備期 ノ4日 ヲ通算 ス レバ絶

食後6日 ノモノ ニ相 當 ス.以 下之 ニ倣 フ).

血 管毛細管擴張 シ,肝 細胞 ハ縮 小 シ,細 胞 ト膽

毛細 管 ノ境界判然 セザルモ ノ多 シ.肝 細胞 ノGolgi

氏 装 置粒子 ハ稍 々減 數 セ リト雖 モ,正 常 ノモノニ

比 シ著明 ノ差 異 ヲ認 メズ,且 胞體 内不定 ノ位 置ニ

散 在 セ リ(Fig. 5).

(b) 6日 後

血管毛細管 ノ縮小高度 ナラザルモ,胞 體ノ著 シク縮小セル ト,細胞周邊部 ノ染 色不 良ノタメ,

各細胞 ノ境界不明 ナルモノ多 シ.肝 細胞Golgi氏 装置粒子ハ大サ2日 後 ノモノ ト大差ヲ有セザ

ルモ著 シク減數 シ,僅 ニ數箇ノ顆粒 トナ リ,胞 體内不定ノ位置ニ散在 セル ニ過 ギズ.

(c) 11日 後

此時期 ニ於テハ,血 管毛細管ハ寧 ロ擴大セルモ,肝 細胞尚ホ著明 ニ縮小セルヲ見ル.肝 細胞

Fig. 4.

Fig. 5.
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内Golgi氏 装 置粒子 ハ著 シク其 ノ數 ヲ減 ジ,且 微

細 顆粒 トナ リ,胞 體不定 ノ位 置 ニ疎 在 セ リ.之 ヲ

2日 或 ハ6日 後 ノモ ノニ比 ス レバ,形 状 小 トナ レ

ル モ稍 々増 數 セルヲ見ル(Fig. 6).

小 括

此實 驗成績 ヲ綜 括 スル ニ,血 管毛細管 ハ一般 ニ

擴大 シ,肝 細胞 ハ著 シク萎縮 スルヲ見 タ リ.

肝 細胞内Golgi氏 装 置粒 子ハ,飢 餓 初期 ヨ リ著明 ニ減數 シ初 メ, 6日 後 ニ於 テ最少數 トナル

モ, 11日 後 ニ至 レバ反 テ再 ビ増數 ス.然 レ ドモ終始細胞體 内不定 ノ位 置 ニ散 在 シ,其 ノ大 キ サ

2日 後或 ハ6日 後 ノ モノ ニ於 テハ正常 ノモノ ト大差 ヲ認 メズ, 11日 後 ニ於 テ初 メテ微 細 トナ レ

ル ヲ見 タ リ.

第2項　 實 驗 所 見

(D)第4群(絶 對飢餓 ヲ持續 シツツ毎朝1囘1頭 ニ就キ鹽化Adxenalin 0.1cc宛 連續皮下

注射セシモノ).

(a) 2日 後

血管毛細管稍々擴大 シ,肝 細胞ハ縮小 シ寧 ロ狹

長 トナレリ.肝 細胞 ト膽毛細管 トノ境界ハ不明瞭

トナレルモノ多 シ.肝 細胞内Golgi氏 装置粒子ハ

概シテ胞體中央部 ニ散在 シ,正 常ニ比 シ其ノ數量

ヲ減少セリト雖モ,對 照群 タル第1群2日 後 ノモ

ノ及 ビ第3群 第2日 後ノモノニ比 スレバ尚ホ多量

存在 セルヲ見 ル(Fig. 7).

(b) 6日 後

血管毛細管擴大 ノ状 ハ2日 後ノモノ ト異ナラズ.然 レドモ肝細胞ハ更ニ高度 ノ縮小ヲ呈セリ.

肝細胞内Golgi氏 装置粒子ハ2日 後 ノモノヨリモ稍 々増數増大 シ,粗 大 トナ リ,或 ハ細胞邊縁

部ニ排列 スルモハ或ハ核ヲ包圍セルモノ或ハ胞體中央部 ニ散在 セルモノ等 アリ,其 ノ位 置一定

セズ.之 ヲ對照群 タル第1群6日 後 ノモノ及 ビ第3群6日 後 ノモノニ比 スレバ,装 置粒子バ一

般ニ數量共ニ増加 セルヲ見ル.

(c) 11日 後

血管毛細管竝 ニ肝細胞ハ共ニ著明ニ縮小 シ,膽 毛細管 ニ接 セル肝細胞 ノ境界ハ不明 トナ レル

Fig. 6.

Fig. 7.
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モ ノ多 シ.肝 細胞 内Golgi氏 装 置粒子ハ6日 後 ノ

モ ノヨ リモ更 ニ其 ノ大 サ ヲ増 シ粗 大ナル顆 粒 トナ

レル モノア リ,或 ハ數 箇相融 合 シテ小塊状 ヲ呈 セ

ルモ ノア リ,且 著 明 ニ増數 セ リ ト雖 モ其 ノ位 置不

定 ナ リ.之 ヲ對 照群 ノ第1群11日 後 ノモノ或 ハ

第3群11日 後 ノモ ノニ比 ス レバ著 明 ノ増 數増大

ヲ示 セ リ(Fig. 8).

小 括

本實驗ノ初期 ニ於 テハ血管毛細管ハ稍 々擴大スルモ末期 ニ至 レバ反テ縮小 ス.然 レドモ肝細

胞ハ最初 ヨリ漸次縮小スルモノ トス.

肝細胞ノGolgi氏 装置粒子ハ日數ノ經過 ト共 ニ次第ニ其ノ大サ及 ビ數ヲ増 シ,粗 大顆粒 トナ

リ時 ニ數箇相融合シ,胞 體内不定 ノ位置ニ顯出 ス.然 モ此際,同 装置ノ顯 出ハ對照 ニ比 シ概 シ

テ著明 トナレリ.

(E)第5群(絶 對飢餓 ヲ持續 シツツ毎 朝1囘1頭 ニ就 キ鹽化Adrenalin 0.5cc宛 ヲ連續 皮

下注射 セ シモ ノ).

(a) 2日 後

血 管毛細管 ハ著 シク擴大 シ,肝 細 胞縮 小 シテ狹

長 トナ レ リ.肝 細胞 内Golgi氏 装 置粒 子ハ對 照群

タル第2群2日 後或 ハ第3群2日 後 ノモ ノヨ リモ

大 サ ヲ増 シ,粗 大顆 粒 トナ リ,且 増 數 セ リ.其 ノ

位 置,細 胞 周邊部就中,膽 毛細 管 ニ接在 セル モ ノ

多 ク,胞 體中央 部 ニ存 スル モノハ比 較的稀 ナ リ.

之 ヲ第4群2日 後 ノモ ノニ比 スル ニ装 置粒子 ハ數

量共 ニ稍 々増 加 セル ヲ見 ル(Fig. 9).

(b) 6日 後

血管毛細管稍々擴大 シ,肝 細胞ハ縮小 シ,且 著 シク狹長 トナ レルモノアリ.肝 細胞内Golgi

氏装置粒子ハ2日 後 ノモノヨリモ更ニ増數 シ且粗大ノモノ數箇相融合 シ小塊状 トナ レルモノ多

ク,一 般 ニ胞體内不定ノ位置ニ散在 セリ.之 ヲ對照群 タル第2群6日 後,第3群6日 後 ノモノ

ニ比スレバ概 シテ装置粒子ハ増數増大 セリト雖モ,第4群6日 後 ノモノニ比 シ,其 ノ顯出ハ尚

ホ幽微 トナレル ヲ見ル.

Fig. 8.

Fig. 9.
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(c) 11日 後

血管毛細管竝 ニ肝細胞ハ著 シク縮 小シ,各 細胞

ノ境界判然 セザルモノ多 シ.肝 細胞内Golgi氏 装

置粒子ハ胞體内不定 ノ位置ニ散在 シ, 6日 後 ノモ

ノヨリ更ニ増數増大セ リト雖モ,相 融合 シ小塊状

ヲ呈セルモノハ比較的少 シ.之 ヲ對照群 タル第2

群11日 後或 ハ第3群11日 後 ノモノニ比 スレバ數

量共ニ増加 セルモ,第4群11日 後 ノモノニ比 シ,

小塊状ヲ呈 セルモノ少ク且装置粒子ハ一般ニ稍々減數 セルヲ見ル(Fig. 10).

小 括

血管毛細管ハ最初一時,擴 大 シ後漸次縮 小ス.肝 細胞ハ最初ヨリ縮小 シ始 メ,漸 次其 ノ度 ヲ

増ス.

肝細胞内Golgi氏 装置粒子モ漸次其ノ數量ヲ増 シ,對 照ニ比 シ顯出著明 トナル.之 ヲ第4群

ニ比スレバ形状 ニ於 テハ著明 ノ差ヲ有 セザルモ一般 ニ減數 シ,且 相融合セルモノ少 シ.

第3章　 文 獻 竝 ニ 考 按

前述 ノ如ク動物ヲ飢餓 ニ陷 ラシムレバ,共 ノ肝糖

原質ハ減少乃至消失ヲ來ス トノ事實ハ既ニ先人 ノ實

驗,報 告セシ所ナリ.然 レドモ試驗動物 トシテ均 シ

クRatteヲ 使用セシ場合ニ於テモ, Aldehoff,伊 藤

(1925)等 ハ飢餓6日 後ニシテ尚ホ肝糖原質ノ少許存

在セルヲ見,佐 藤(1922)ハ7日 間絶食セシメタル

後ニ於テモ尚ホ肝臓内ニ糖原質 ト見做スべキ還元性

物質ヲ證明シタリ.反 之, Pinkハ 絶食5日 間ノ後

Ottoハ 同4日 間ノ後ニ於テハ肝糖原質ハ全 ク證明

スルヲ得ズト述べ,落 合(1926)ハ 絶食9-10時 間

後,其 ノ著 シキ減少 ヲ見, 24時 間後ニハ殆 ド全 ク消

失シテ最早,組 織學的ニハ證明シ得ザルニ至ル ト述

ベタリ.

斯 クノ如ク同種類 ノ動物ヲ以テシテモ飢餓状態ニ

於ケル肝糖原質ノ消長ヲ決定スルハ極 メテ困難ナル

モノノ如シ.加 之, Rolly, Kulz (1905)等 ハ動物ヲ

長ク飢餓状態 ニオケバ肝糖原質ハ却テ増加ス トイヒ

松 井(1926)ハ 飢 餓 家 兎 ノ肝 糖 原質 ハ飢 餓 ノ程 度 ト

共 ニ僅 ニ増 量 セ ル ヲ見 ルモ,例 數 少 キ ヲ 以 テ 斷 定 シ

得 ズ ト述 ベ タ リ.

Adrenalin注 射後,過 血 糖 及 ビ糖 尿 ヲ來 シ,肝 糖 原

質 ノ減 少 乃至 消 失 ヲ見 ルハ 多 數 學 者 ノ實 驗,報 告 セ

ン所 ナ リ ト雖 モ,之 等 ハ 何 レ モAdrenalin1-2囘 ノ

注 射 ニ依 リ一 時 的 ノ變 化 ヲ見 タル モ ノ ニ シテ,長 ク

同 注 射 ヲ反 覆 持 續 セ ル 場 合 ニ於 テ ハ 稍 々異 ナ リ タル

所 見 ヲ呈 ス ル モ ノナ リ トス.即 チWakemann (1902)

ハ犬 ニAdrenalinヲ 漸 次増 重 シ ツ ツ永 ク 注 射 ヲ持 續

セ バ遂 ニ糖 尿 ヲ惹 起 セ ザ ル ニ至 ル ヲ見,其 ノ原 因 ハ

該 動 物 ノ耐 容 力 ノ上 昇 竝 ニ細 胞 ノ酸 化 能 力 増 大 ス ル

ガ爲 メ ナ ラ ン ト推 論 セ リ. Noel Paton (1903) and

 Drummond (1904), Underhill (1906)ハAdrenalin

ヲ少 量 ヨ リ次 第 ニ増 量 シ ツ ツ永 ク反 覆 注 射 セ バ肝

糖 原 質 ハ,何 等 影 響 ヲ 蒙 ラザ ル モ,大 量 ヲ一 時 ニ注

射 セ バ 其 ノ分解 ヲ惹 起 ス ト云 ヒ, Pollak (1909)ハ

Fig. 10.
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Adrenalinノ 連 續 注 射 ヲ施 シ タル 動 物 ノ肝 糖 原質 ヲ

測 定 シ,恰 モ健 康 時 ニ於 ル ル ガ如 ク,大 量 存 在 セ ル

ヲ見,而 モ此 際 糖 尿 ヲ起 サ ザ ル ヲ確 メ,糖 原 質含 有

臓 器 ガAdrenalinニ 對 シテ 不 感 受 性 トナ ル ガ 爲 メ ニ

非 ズ シ テ寧 口腎臓 ガ糖 分 ノ透 過 性 ヲ減 少 セ ル ニ基 ク

ベ シ トテ,其 ノ血 糖 ヲ檢 セ シニ著 明 ノ過 血 糖 ヲ證 明

セ シヲ以 テ,自 己 ノ推 論 ヲ確 定 シ得 タ リ ト述 ベ タ リ.

 Garnier, Schulman (1924)等 ハ 亦Adrenalin連 續 注

射 ニ依 リテ糖 尿 ヲ起 サザ ル ニ至 リシ ヲ見,久 島(1925)

ハ健 康 家 兎 ニ長 期 間 大 量 ノAdrenalinヲ 注 射 シ,肝

糖 原 質 ヲ測 定 セ シニ其 ノ量 ハ正 常 家 兎 ノ夫 レ ト差 異

ナ キ ヲ認 メ,之 恐 ク ハAdrenalin反 覆 注 射 ニ由 リ,

交 感 神 經 系 統 ノ機 能 障 碍 ヲ來 ス ヲ以 テ ナ リ ト説 明 セ

リ. Erlandsen, Vosburg u. Richards, Brosamlen

 (1921), Petenyi u. Lax (1921), Cyorgy u. Herzbey

 (1923), Bertram (1924)等 ハAdrenalin注 射 後 ノ血

糖 ノ變 化 ヲ時 間 的 ニ觀 察 セ シ ニ,過 血糖 ニ次 ギ寡 血

糖 ヲ來 ス 時 期 ア ル ヲ認 メ タ リ.

以上諸家ノ文獻 ヲ考察スルニ,動 物 ニAdrenalinヲ 反覆 注射 セシ場合 ニハ,同 藥 ヲ單ニ1-2

囘注射 セシ場合 ト異 リ過血糖及 ビ糖尿ラ惹起 セズ,且 肝糖原質モ決 シテ減少 ヲ來サザルモノノ

如 シ.

抑々肝細胞 ノ如キ腺細胞 ノGolgi氏 装置ハ其 ノ機能 ノ盛衰竝 ニ分泌ノ時期等ニ由 リテ其ノ形

態,構 造或ハ位置ヲ變 ズルモノニシテ,換 言スレバGolgi氏 装置ガ細胞ノ機能 ト密接ナル關係

ヲ有 スル事ハ既ニ一般學者 ニ依 リ認容 セラレタル所 ナリ.從 テ飢餓 ノ如キ諸機關ノ機能低下 セ

ル場合, Golgi氏 装置ノ發育不良 トナルベキハ想像 ニ難 カラズ.前 田(1929)ハ8日 絶食 セル家

兎肝臓 ハGolgi氏 装置ヲDa Fano氏 法ニ依 リテ檢 シ,其 ノ粒子 ノ少數 トナ リ且微細 トナ リテ

胞體中ニ不規則ニ散在 セルヲ見,絶 食14日 後 ニハ微細顆粒ハ更ニ著 シク減數 シテ胞體中ニ頗 ル

疎在セルヲ見 タリ.

余 ノ實驗 成績 ニ於 テハ,絶 食後10日 ニ ハGolgi氏 装 置粒子 ハ著 シク減數 セル モ, 15日 ニ至

レバ却 テ其 ノ増 加 ヲ示 シ殆 ド正常 ノ状 ト大差 ナキ ヲ見 タ リ.然 ドモ其 ノ大 サ ニ至 リテハ,唯 ダ

15日 後 ノモノニ於 テ甚 ダ小 トナ レルヲ見 タル モ,他 ノ時期 ニ於 テハ著明 ノ縮 小 ヲ認 メザ リキ.

家 兎肝細胞 ノGolgi氏 装 置 ガ肝糖 原質 ノ形 成竝 ニ糖 化 ニ向テ活動的 ニ作用 スル モノナル事 ハ

白坂,小 林(1930)ノ 實 驗 報告 セル所 ニ シテ,白 坂(1930)ハAdrenalin注 射 ニ由 リテ過血糖

ヲ起 セル時期 ニ於 テ ハ同装 置粒子 ハ血 管毛細 管内 ニ進 入 シ,反 之,寡 血糖期 ニハ細胞體 ノ全般

ニ散在 シ,著 シク其 ノ數 ヲ増 シ而 モ其 ノ増減 ガ肝臓 内糖原質量 ノ増 減 ト相 平行 スルヲ見 タ リ.

 Dornesco (1929)ハ 鯉 ニ就 キ實驗 シ, Golgi氏 装 置 ト糖原質 トハ其 ノ消長 ヲ共 ニスルヲ認 メタ

リ.

依是觀之,余 ノ實驗ニ於テ飢餓末期 ニ装置粒子ノ顯出比較的著明 トナレルハ決 シテ肝糖原質

ノ消失 セルヲ意味セズ,反 テRolly, Kulz,松 井 ノ謂ヘルガ如 ク動物 ヲ長ク飢餓状態下ニオケ

バ肝糖原質 ハ増加ズ トノ成績 ニ一致スル所ナ リ.

尚ホ鹽化Adrenalinヲ 反覆注射 セシ場合,注 射1囘 量0.1ccタ ル ト0.5ccタ ル トニ關 セズ注

射囘數 ノ多 キニ從 テGolgi氏 装置ノ顯出漸次著明 トナルヲ以テ見 レバ,此 際肝糖原質ハ消失 セ
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ル ニ非 ズ,反 テ増 加 セルヲ示 スモ ノニ シテ,健 康動物 ニAdrenalinノ 反 覆注 射 ヲ施 スモ肝糖

原質 ハ何等影響 サ レズテ フNoel Paton, Drummond, Pollak,久 島等 ノ成 績 ト一致 ス ル所 ナ

リ.

然 ラバ第4群 及 ビ第5群 ニ見 ルガ如 ク,飢 餓 ヲ持續 シツツAdrenalinヲ 反 覆 注射 セ シ場合,

 Golgi氏 装 置ハ注射1囘0.1ccタ ル ト0.5ccタ ル トヲ問 ハズ最 初 ヨ リ稍 々著 明 ニ顯 出 シ且注

射 ノ囘數 ト共 ニ益 々著明 ニ顯 出 シ來 ルハ果 シテ何 故ナ リヤ.

Rolly (1905)ハ 糖 原質 ノ減少 ヲ起 サ シメタル家兎 ヲ温戟 或ハ細 菌 感染 ニ依 リ發 熱 セ シムル

カ,或 ハ更 ニ飢 餓 ヲ持續 セ シム レバ肝 糖原 質 ノ反 テ増加 スル ヲ見,是 體 内 ニ於 ケル含水炭 素以

外 ノ成分,主 トシテ蛋 白質 ヨ リ糖 原質 ガ新生 サルル ガ故 ナ リト謂 ヘ リ. Hildebrandt (1920)ハ

動 物 ヲ飢餓 状態 ニオ キ,數 日間毎 日Adrenalin 1.0cc宛 ヲ 皮下 ニ連續 注射 セバ,遂 ニ血糖 増加

竝 ニ糖 尿ヲ來 サザル ニ至 ルヲ見,是 含水炭 素 ノ消耗 ニ由 リ血 糖 ヲ減 ジ,從 テ糖尿 ヲモ惹 起 セザ

ルニ至 ルモノナ リ トセ リ. Krehl (1925)ハ 飢 餓時 ノAdrenalin注 射 ハ反 テ肝 糖原質 ノ増 加 ヲ

來 スノ事實 ヲ認 メ,其 ノ原因 ヲAdrenalinニ 由 リテ崩潰 セル體蛋 白質 ニ求 メタ レ ドモ, Pollak

ハ此 場合 ニ於 ケル糖 原質増加 ハHirsch u, Rolly (1903)ノ 蛋 白質崩潰 時 ニ認 メシ糖原質増 加

ニ數倍 セル ノ事實 ヲ指摘 シテKrehlノ 説 ヲ否定 シ,且 適當 ナル説明 ヲナ シ得 ズ ト云 ヘ リ.松 井

(1926)ハ 飢 餓 ニヨ リテ糖原 質 ノ減 少 セル家兎 ニ,更 ニ飢餓 ヲ持續 セ シムル ト同時 ニ毎 日Adre-

nalinヲ 注 射 セシニ,肝 糖原質 ハ注射 囘數少 キ時 ハ益 々減少 スルモ,注 射囘數 多キ モノニテハ却

テ著明 ニ蓄 積 セル ヲ見 タ リ.而 シテ此蓄積程度 ハ比較 的長期 間 ニ亙 リテAdrenalinヲ 漸 次増量

シツツ反射 注射 スル ヨ リモ,同 期 間中毎 日少量 ヲ反覆注射 スル方,遙 ニ顯 著 ナル ヲ知 レリ ト稱

セリ.松 井,井 上(1930)等 ニ據 レバ此 場合,新 生蓄積 サル ル肝 糖 原質 ハAdreualin過 血 糖 ニ

因 リテPancreasノInsulin分 泌 ガ亢進 サ レ,糖 原質 ノ新 生 ヲ促 進 スル ニ基 ク トナ シ,且 過血

糖 自己 ニモ糖原質生成 ヲ促 ス作 用 ア リト推測 セ リ.

上 述 ノ如 ク,飢 餓 トAdrenalin注 射 トノ併 合ニ由 リ,肝 糖原質 ノ増 加 ヲ來 スハ一般 ニ認 メラ

レタルモノノ如 キモ,其 ノ原 因 ニ關 シテハ或 ハ體蛋 白質 ノ分 解設 ヲ主張 スル モ ノア リ,或 ハ含

水炭素消耗 説 ヲ奉 ズルモノア リ,或 ハPancreasノInsulin分 泌 亢進説 ヲ信 ズルモ ノア リ,未

ダ吾人 ヲ シテ首 肯 セ シムべキ定説 ヲ見ズ.

飜 テAdrenalinト 膽 汁 分泌 トノ關 係 ヲ見ル ニ動物 ニAdrenalinヲ 注 射 セバ,該 動物 ノ膽 汁 分

泌ハ抑 制 セラル トノ説 ハ已 ニM. Eiger (1915), Neubauer (1923), Prevost等 ノ實驗 ニ ヨ リ確

證 セラ レタ ル所 ナ リ トス.川 島(1923), Burgsch u. Holster (1924),櫻 井(1926),足 立(1928)

等 モ亦同説 ヲ主張 スル ト同時 ニ膽 汁 ノ主成 分 タル膽 汁酸 ハ膽 汁 分泌 ヲ促 進 ス ト云 ヒ,櫻 井(1926)

ハAdrenalinガ 膽 汁酸 ノ分 泌 ヲ抑 制 スルヲ認 メタ リ.御 前(1927)ハ 「ヒヨー ル」酸或 ハ「デゾキ

シヒヨール」酸 ヲ飢餓 家兎 ニ注射 シ,肝 糖原 質 ノ著 明 ノ増 加ヲ認 メ,且 同藥 ガAdrenalin過 血

糖 ヲモ抑制 スルヲ確 メタル ヲ以 テ,膽 汁酸 ハ體 内糖 原質 ノ生成 ヲ促 シAdrenalinト ハ 頡頏的 ニ
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作用 ス ト述 ベタ リ.最 近,近 森(1930)ハ 家 兎 ニ膽 嚢瘻 ヲ施 シ膽 汁 ヲ直接體 外 ニ排 出 セ シム レ

バ,肝 糖原質 ノ著 シキ減 少若 ク ハ消 失 ヲ來 ス,此 際 動物 ニ膽 汁酸 ヲ補給 セバ,此 肝 糖原質 ノ減

少或 ハ消 失 ハ著 シク抑 制 サルル ヲ見,膽 汁缺 失 ニ由ル肝糖原 質 ノ減 失 ハ主 トシテ膽 汁酸 ノ缺 乏

ニ基 ク,換 言 セバ,膽 汁酸 ハ肝 糖原質 ノ新陳 代謝 ト密接 ナル關係 ヲ有 ス ト述 ベタ リ. Pappen-

heimer (1917)ハ 膽 汁分 泌期 ニハ肝細胞 ノGolgi氏 装 置ハ分散 スル ヲ見, Makarow (1926)ハ

膽 汁分泌 ト肝 細胞Golgi氏 装 置 トノ間 ニ密接 チル關係 ノ存 スベキヲ主張 シ,白 坂,小 林(1930)

ハ家 兎 ニ膽 汁酸 ヲ注射 シ,肝 細胞 内Golgi氏 装 置 ノ増加 セル ヲ見 タ リ.

飢 餓 時,肝 細胞 縮小 セル ノ事實ハStatkewitsch (1894),鈴 木(1924),林(1924),前 田(1929),

猿 渡(1929),須 賀 井(1930)等 ノ組織 學的檢索竝 ニ余 ノ實驗成績 ノ示 ス所 ニ シテ,是 肝細胞 ノ

機 能低下 ニ因 スル ニ外 ナ ラズ.

余 ハ余 ノ實驗成績 ニ鑑 ミAdrenalin注 射 ガ飢餓 動物 ノ肝糖原質竝 ニGolgi氏 装 置 ノ増 量 ヲ

來 スノ原 因 ハ,次 ノ如 ク解説 スル ヲ以 テ妥當 ナ リト信 ズ.

抑 々動 物 ニAdrenalinヲ 注 射 セバ内臓神經 主宰下 ノ血 管ハ収縮 スル ト共 ニ血壓 ノ上 昇ヲ來

シ肝臓 内 ニ輸 入セラルル血液 ノ量 ハ増 加 シ,膽 汁 分泌 ヲ亢 進 セシム.從 テ肝糖原質 竝 ニ肝 細胞

ノGolgi氏 装 置ハ共 ニ増加 スルニ至 ルベ シ.然 レドモ此際,肝 細胞 ノ機 能完全 ナル ガ故 ニ肝糖

原質 ハ同細胞 内 ニ停滞蓄積 セラルル 事ナク盛 ニ糖化 セラ レ血行 中 ニ移 行 ス.從 テ肝糖原質 竝 ニ

Golgi氏 装 置ハ實驗上,證 明 セ シガ如 ク反 テ寧 ロ幽 微 トナル.反 之動 物 ガ飢餓 ニ陷 リ細 胞 ノ機

能著 シク低下 セル場 合 ニ於 テAdrenalin注 射 ニ由 リ糖原質竝 ニGolgi氏 装 置 ノ増加 ヲ來 ス ト

雖 モ,同 細胞 ハ之等物質 ノ排 出能力 ヲ失 ヒ長 ク殘 留 セシムル ガ故 ニ實驗 上見ル ガ如 ク注射 前 ニ

此 兩者 ノ増量 セル ハ容易 ニ首肯 シ得 ル所 ナ リト思 考 ス.加 之,飢 餓 及 ビAdrenalin注 射 ハ夫 々

單獨 ニモ肝糖原質 ノ蓄積,從 テGolgi氏 装 置 ノ増 加 ニ關 與スル所 アルハ對照 ノ成績 ヨ リシテ容

易 ニ理 解 シ得 ル所 ナ リ トス.

余 ノ實 驗 ニ見ル飢 餓時Adrenalin連 續 注射 ノ初期 ニ於 テ1囘 量0.5ec宛 注 射 セ シモ.ノノ肝 細

胞 内Golgi氏 装 置 ガ, 1囘 量0.1cc宛 注 射 セ シモノニ比 シ概 シテ著明 ニ顯 出 セルハ,注 射量 大

ナル ガタ メAdrenalinガ 内臓神經 ニ比較 的強 ク作用 セ シニ基 クモ ノナルベ ク,連 續注射 ノ末期

ニ於 テハ1囘 量0.5cc宛 注 射 セ シモノ ヨリモ1囘 量0 .1cc宛 注 射 セシモ ノニ於 テ反 テ,同 装 置

ガ著明 トナ レル ハ,前 者 ハ大量連續 注射 ニ由 リ内臓神經 ガAdrenalinニ 對 シ或 程度 ノ慣 習 ヲ得

タル モノナ リト思考 ス.

結 論

家 兎 ニ飢 餓状態 ヲ持續 セシメツツ鹽化Adrenalin 1000倍 溶 液 ヲ1頭 ニ就 キ0.1cc或 ハ0 .5cc

宛 ヲ毎 日1囘 反覆 皮下注射 シ,注 射 開始後2, 6, 11日 ヲ經 テ肝 細胞 内Golgi氏 装 置 ヲ檢 シタ

ル ニ次 ノ成 績 ヲ得 タ リ.
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1)飢 餓 家 兎ニAdrenalinノ 連 續注射 ヲ施 セバ注射1囘 量 ノ如 何 ニ關 セズ肝 細胞 内Golgi

氏装 置粒 子ハ注射 日數 ト共 ニ漸次其 ノ數 及 ビ大 サヲ増 シ,粗 大 トナ リ且其 ノ位 置不定 トナ ル.

2)連 續 注射 ノ初期 ニ於 テハ1囘0.5cc宛 注 射 セ シ、モノノGolgi氏 装 置粒 子 ハ1囘0.1cc宛

注 射 セ シモ ノニ比 シ數 量 共ニ増加 セル ヲ見ル.然 レ ドモ連續注射 ノ末 期 ニ於 テハ此數 量的關係

ハ 全ク相反 セ リ.

3)肝 細 胞 内Golgi氏 装 置 ノ變化 ハ同細胞 内糖 原質 ノ消長 ト相 一致 セル ヲ以 テ,兩 者 ハ密接

ナル關係 ヲ有 スル モノナ リ ト思考 ス.

稿 ヲ終ルニ臨 ミ御校閲ノ勞ヲ賜 リタル恩師上坂名譽教授竝ニ御助言ヲ賜 リタル佐藤講師ニ對シ滿腔 ノ
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挿 圖 説 明

Fig. 1. Adrenalin 0.1ccヲ1囘 注射 セ シ家 兎肝 細

胞 ノGolgi氏 装 置

Fig. 2. 1日1囘 宛Adrenalin 0.1cc注 射10囘 ニ

及 ベ ル家 兎 肝 細 胞 ノGolgi氏 装 置

Fig. 3. Adrenalin 0.5ccヲ1囘 注 射 セ シ家 兎 肝

細 胞 ノGolgi氏 装 置

Fig. 4. 1日1囘 宛Adrenalin 0.5cc注 射10囘 ニ

及 ベ ル家 兎 肝 細 胞 ノGolgi氏 装 置

Fig. 5.絶 對 飢餓6日 後 ノ家 兎 肝 細 胞 ノGolgi氏

装 置

Fig. 6.絶 對 飢 餓15日 後 ノ家 兎 肝 細胞 ノGolgi

氏装 置

Fig. 7.飢 餓 家 兎 ニAdrenalin 0.1ccヲ1囘 注射

セ シ肝 細 胞 ノGolgi氏 装 置

Fig. 8.飢 餓 家 兎 ニ1日1囘 宛Adrenalin 0.1cc

注 射10囘 ニ及 ベ ル肝 細 胞 ノGo1gi氏 装 置

Fig. 9.飢 餓 家 兎 ニAdrenalin 0.5ccヲ1囘 注 射

セ シ肝 細胞 ノGolgi氏 装 置

Fig. 10.飢 餓 家兎 ニ1日1囘 宛Adrenalin 0.5cc

注 射10囘 ニ及 ベ ル肝 細 胞 ノGo1gi氏 装 置
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